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建建
設設
労労
働働
者者
のの
賃賃
金金
確確
保保
やや
処処
遇遇
改改
善善
をを
‼‼

――
大大
手手
住住
宅宅
企企
業業
各各
社社
にに
対対
しし
てて
――

〈〈
九九
州州
各各
県県
連連
のの
仲仲
間間
とと
交交
渉渉
〉〉

六
月
六
日
〜
七
日
に
か
け
、
国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
と
福
岡
市
内
に
支
店
が
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
、

大
手
住
宅
企
業
二
十
二
社
に
対
し
、
九
州
地
方
建
設
労
働
組
合
協
議
会
（
九
地
協
）
の
仲
間
九
十
名

と
共
に
八
班
に
分
か
れ
企
業
交
渉
を
実
施
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
賃
金
対
策
部
を
中
心
に
九
名
が
参
加
。
舩
津
執
行
委
員
長
を
団
長
に
積
水
ハ

ウ
ス
㈱
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
九
州
㈱
の
二
社
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

建
設
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
が

実
感
さ
れ
な
い
事
、
働
き
方
改

革
に
お
け
る
労
働
条
件
の
改
善

や
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
、
熱
中
症
対

策
な
ど
の
労
働
安
全
衛
生
対
策
。

建
退
共
制
度
等
の
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
つ
い
て
確
認
し
、
要

請
へ
。

建
設
長
崎
は
四
班
の
団
長
・

記
録
を
担
当
。
ま
ず
積
水
ハ
ウ

ス
㈱
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

賃
金
単
価
に
つ
い
て
は
、
毎

年
賃
金
の
実
態
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
賃
上
げ
を

行
っ
て
い
る
。
重
層
下
請
け
に

お
け
る
法
定
福
利
費
や
賃
金
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
一
次
下
請

け
へ
の
指
導
や
、
週
休
二
日
制

に
つ
い
て
も
、
本
社
で
検
討
を

進
め
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

労
働
法
制
に
つ
い
て
は
社
労

士
を
配
置
し
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
賃
金
不
払
い
に
つ

い
て
は
月
二
回
全
九
州
に
て
調

査
を
実
施
、
独
自
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
て
工
期
の
標
準
化
に

対
応
。

労
働
安
全
に
つ
い
て
は
、
フ

ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育
講
習
の

完
全
受
講
、
器
具
も
職
種
別
に

完
全
着
用
と
の
事
で
し
た
。
熱

中
症
対
策
と
し
て
は
、
現
場
に

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
付
き
休
憩
テ

ン
ト
や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

配
置
、
空
調
服
に
は
購
入
補
助

を
行
い
、
完
全
着
用
を
義
務
化

と
の
事
で
し
た
。

二
日
目
は
、
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
九
州
㈱
に
対
し
要
請
。

賃
金
面
で
は
、
工
事
単
価
請

負
の
中
で
、
適
正
な
金
額
に
て

試
算
し
て
い
る
。
法
定
福
利
費

は
一
次
に
依
頼
し
、
週
休
二
日

制
に
つ
い
て
も
、
請
負
契
約
に

お
け
る
工
期
で
出
来
る
限
り
休

日
を
取
る
よ
う
対
応
し
て
い
る

と
の
回
答
で
し
た
。

労
働
安
全
に
つ
い
て
は
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
空
調
服
の
購

入
補
助
や
Ｏ
Ｓ
1
や
塩
ア
メ
の

配
布
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
二

社
共
に
独
自
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
活
用
。
現
段
階
で
は
本
社
と

し
て
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う

回
答
で
し
た
。

二
社
と
の
交
渉
を
行
い
、
住

宅
企
業
の
中
で
人
材
不
足
、
高

齢
化
へ
の
懸
念
の
報
告
が
多
く
、

賃
金
や
処
遇
改
善
に
つ
い
て
今

後
も
強
く
要
請
が
必
要
だ
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

〇
参
加
者
（
順
不
同
）

舩
津
委
員
長
、

里
副
委
員
長

田
上
副
委
員
長
、
石
田
書
記
長

里

支
部
長
、

木
下
支
部
長

小
林
支
部
長
、
大
賀
執
行
委
員

松
園
事
務
局
次
長

四
年
連
続
で
組
織
純
増
（
九
十
四
名
増
）

昨
年
の
大
会
で
、「
組
織
の

力
を
結
集
し
、
年
間
四
〇
〇
名

の
拡
大
目
標
を
達
成
し
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
前
期

（
六
月
〜
十
一
月
）・
後
期（
十

二
月
〜
五
月
）
の
行
動
期
間
を

設
定
。
各
支
部
で
は
拡
大
目
標

達
成
に
向
け
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
度
も
更
な
る
組
織
増
勢

を
図
る
た
め
、
分
会
・
班
の
仲

間
の
つ
な
が
り
な
ど
内
部
強
化

を
基
本
に
、
各
支
部
が
「
分
会

会
議
の
定
期
的
な
開
催
」
や
、

「
昼
間
の
現
場
ま
わ
り
」「
夜

間
ふ
れ
あ
い
行
動
」
な
ど
組
織

拡
大
・
内
部
強
化
に
努
め
ま
し

た
。こ

の
一
年
間
の
組
合
全
体
の

加
入
者
数
は
四
六
五
名
で
、
昨

年
に
続
い
て
四
〇
〇
名
の
年
間

目
標
数
を
突
破
。
八
支
部
が
拡

大
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
脱
退
者
数
は
三
七
一

名
。
こ
の
結
果
、
年
間
九
四
名

の
純
増
（
五
月
末
組
織
数
六
、

四
八
五
名
）
と
な
り
4
年
連
続

で
年
間
実
増
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。こ

の
一
年
間
、
未
加
入
者
の

紹
介
や
拡
大
ふ
れ
あ
い
行
動
に

取
り
組
ん
で
頂
い
た
組
合
員
・

青
年
部
・
主
婦
会
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
の
仲
間
と
良
い
交
流
が
で
き
た

五
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
全

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
主
催
の

九
地
協
交
流
集
会
（
久
留
米

市
）
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
担
当
の
浦
上
総
支

部
か
ら
六
名
と
私
、
事
務
局
長

の
方
山
君
の
八
名
で
の
参
加
で

し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
十
年
前
、
初

め
て
参
加
し
た
九
地
協
交
流
集

会
も
久
留
米
で
し
た
。
当
時
、

私
が
青
年
部
長
を
す
る
な
ん
て

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

長
い
こ
と
青
年
部
の
役
員
を
や

ら
せ
て
頂
い
て
、
九
州
内
に
も

沢
山
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
九
地
協
青
年

部
で
は
、
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
流
れ
が
出
来
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
昨
年
の
沖
縄
の
基

地
問
題
、
昨
年
の
長
崎
・
高

校
生
平
和
大
使
と
続
き
、
今

年
は
、「
太
刀
洗
平
和
記
念

会
館
の
視
察
」
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

二
日
目
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
で
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

ボ
ー
ル
を
フ
リ
ス
ビ
ー
に
変

え
た
「
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
」。

初
め
て
行
い
ま
し
た
が
楽
し
く

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
楽
し

か
っ
た
で
す
。
二
枚
の
フ
リ
ス

ビ
ー
を
使
っ
て
試
合
を
行
う
の

で
、
制
限
時
間
前
に
は
決
着
が

つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
特
色
と
し
て
、
県
連

対
抗
で
は
な
く
、
一
日
目
の
懇

親
会
の
座
席
を
く
じ
引
き
し
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
な
っ
た
人
が

同
チ
ー
ム
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で

し
た
。
最
初
は
知
ら
な
い
メ
ン

バ
ー
同
士
も
、
最
後
に
は
仲
良

く
盛
り
上
が
り
、
よ
り
交
流
が

出
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
熊
本
で
の
開
催
予
定

で
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
是

非
、
積
極
的
に
交
流
を
深
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
村
上
昌
也
）
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

6/6~6/7
福岡市

【一年間の支部別 加入・脱退・純増数】
（令和元年5月末現在）

純増数
8
9
－10
13
19
－10
12
31
20
25
－13
－6
－7
7
－4
94

脱退
18
10
27
13
35
26
33
26
21
25
40
37
25
22
11
371

加入
26
19
17
26
54
16
45
57
41
50
27
31
18
29
7
465

目標数
24
19
22
27
33
20
31
38
25
27
29
33
26
23
18
400

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

●この一年間で465名 の
新しい仲間が加入●

～8支部が拡大目標達成～

草
野
勝
義
氏

島
原
市
議
選
三
期
連
続
当
選

六
月
二
日投開

票

一
、一
三
五
票

（
一
〇
位
）

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ドッチビー大会・太刀洗平和記念館の視察
～建設長崎から8名参加～

―福岡県久留米市―九地協青年交流集会

6

要望書を手渡す舩津委員長（左） セキスイハイム九州㈱にて

参加者全員で記念撮影（太刀洗平和記念館にて）

九州各県より90名の仲間が集結

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）6月15日発行建 設 長 崎第648号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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2019年4月1日から
　　　「働き方改革関連法」が順次施行

事業主は、10日以上の年次有給休暇があるすべての労働者について、労働者の申し出の
有無に関係なく毎年5日間、時季を指定して有給休暇を与えなくてはなりません。ただ
し、労働者自ら有給休暇を取得した場合や「計画的付与制度」により取得した日数分につ
いては、消化義務の5日から控除することができます。

残業時間の上限は、原則として月45時間、年360時間とし、臨時的な特別な事情
があって労使が合意する場合でも月100時間未満、年720時間以内、複数月平均
80時間以内を超えることはできません。建設事業は施行まで5年間の猶予措置が
ありますが、建築設計やビルメンテナンス、製造に近い働き方の職種については
猶予されない可能性があります。

具体的には

労働
基準法

労働
基準法

労働
基準法

労働
基準法

労働安全
衛生法

根拠法

建設業は
5年間の猶予

2023.
4.1

2019.
4.1

2024.
4.1

2020.
4.1

2019.
4.1

中小

2019.
4.1

2019.
4.1

2024.
4.1

2019.
4.1

－

大企業
施行日

●現認や客観的な方法による労働
時間の把握を義務化する。

（管理監督者含むすべての労働者）

●時間外労働の上限を原則月45
時間、年360時間とする。
●特別条項は年720時間、単月
100時間未満（休日労働含む）、
複数月平均80時間（休日労働含
む）を限度とする。
●自動車運転の業務、建設事業、医
師等、時間外労働の限度基準適
用除外を見直す。

●年10日以上の年休付与者は、毎
年、時季を指定して年5日の取
得を義務とする。

●月60時間を超える時間外労働
に係る割増賃金率を50％以上
とする。

概要

月60時間超の
時間外労働の
割増率引上げ

年次有給休暇
の年5日
取得義務

限度基準
適用除外
見直し

時間外労働の
上限規制

労働時間の
状況の把握の
実効性確保

項目

4
3

2

11

働き方改革関連法の主な項目

っ
て
い
ま
す
。

二
年
振
り
の
開
催
も
選
手
確
保
が
課
題

全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、
技能者育成を支援することを目的に技能者育成基金制度を
創設。2018年4月から資格取得による報奨金制度を実施。
「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ3千
～1万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の
方々へ支給します（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
・受講時に組合員であること。
・2018年4月1日以降に新たに合格した資格であること。
・組合費等の滞納（3ヶ月以上）がないこと。
・申請期限は資格取得から3年以内。

資格取得報奨金制度の対象資格・区分
区分1：10，000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、
一級技能士、一級施工管理技士、第一種電気工事士、電気主任技術者（第
一種、第二種）、電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基
幹技能者

区分2：6，000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士、二級施工管理技士、第二種電気工
事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担当者、職業訓練指導員
免許

区分3：3，000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採
石のための掘削、鋼橋架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質等、
鉛、四アルキル鉛等、木材加工用機械、地山の掘削、土止め支保工、型枠
支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、木造建築
物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危
険、有機溶剤、石綿

六
月
二
日
㈰
、
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
（
佐
々

町
）
で
「
建
設
長
崎
青
年
技
能
競
技
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
出
場
者
不
足
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
ま

し
た
が
、
今
年
は
三
支
部
か
ら
五
名
が
出
場
し
、
開

催
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
時
間
六
時
間
十
五
分
の
中
で
課
題
「
四
方
転

び
踏
み
台
」
の
製
図
と
加
工
組
み
立
て
を
行
い
、
そ

の
出
来
栄
え
で
順
位
を
競
い
ま
す
。
選
手
達
は
日
頃

の
仕
事
終
わ
り
や
休
日
の
時
間
の
合
間
を
縫
っ
て
、

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
審
査
員
の
厳
正
な
審
査
に
よ
っ
て

順
位
が
決
定
さ
れ
、
金
賞
に
佐
世
保
中
央
支
部
の
瀬

尾
友
謙
さ
ん
、
銀
賞
に
北
松
支
部
の
山
下
政
樹
さ
ん
、

銅
賞
に
梅
里
健
太
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

尚
、
今
大
会
は
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
の
予
選

会
も
兼
ね
て
お
り
、
三
十
六
歳
以
下
の
上
位
二
名
、

瀬
尾
友
謙
さ
ん
と
山
下
政
樹
さ
ん
は
石
川
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

全建総連技能者育成基金制度

資格取得で
報奨金を
GET！

青
年
技
能
競
技
大
会

出場選手（写真手前の列）
山下 政樹
（北松）

瀬尾 友謙
（佐・中）

梅里 健太
（北松）

髙取 征治
（大村）

梅原光史郎
（大村）

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第648号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）6月15日発行
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《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。

■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
会場（予定）

諫早市健康福祉センター
建設技能会館（組合本部）
佐々町文化会館
建設長崎大村支部事務所
島原文化会館
相浦地区公民館
時津町北部コミュニティセンター

時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
7月7日㈰
7月21日㈰
9月8日㈰
9月29日㈰
10月27日㈰
11月10日㈰
11月24日㈰

■
毎
年
八
月
は

『
高
齢
受
給
者
証
』

の
切
替
時
期
で
す
。

七
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
七

十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
長
建

国
保
よ
り
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
が
本
年
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
た
め
、
八
月
一

日
以
降
は
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

病
院
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
窓
口
に

提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
切
替
の
対
象
と
な
る
皆

様
に
は
、
長
建
国
保
事
務
局
よ

り
高
齢
受
給
者
証
の
切
替
案
内

を
六
月
中
旬
頃
に
封
書
に
て
郵

送
し
て
い
ま
す
。

▼
課
税
所
得
証
明

書
の
ご
準
備
を

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
平
成
三
十

年
分
（
平
成
三
十
年
一
月
〜
十

二
月
）
の
収
入
金
額
に
係
る
所

得
金
額
、
課
税
標
準
額
な
ど
を

証
明
す
る
書
類
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
皆
様
に
は
、
必

要
書
類
を
ご
準
備
の
上
、
本
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
は
切
替

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
の
上
、

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

▼
住
民
税
が
課
税

さ
れ
な
い
方

＝

公
的
証
明
書
が

必
要＝

平
成
三
十
一
年
度
の
市
民

税
・
県
民
税
が
〇
円
と
な
る
方

は
、
一
カ
月
毎
の
病
院
代
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

の
住
民
税
窓
口
に
て
世
帯
で
長

建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
全
員

分
の
課
税
所
得
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
組
合
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。
詳
し
く
は
所
属
支
部
又

は
長
建
国
保
（
〇
九
五

八
六

二

八
四
六
三
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

巡回健診の実施について
（健診会場の変更）
7月21日 時津町北部コミュニティセンター → 建設技能会館（組合本部）
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診断を開催します。

日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康チェックとしてご活用いただきます
ようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、本年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上

の方（同日現在の加入者で翌年3月31日までに40歳になる方を含む）で、
長建国保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診することが出来ます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2週間前までに組合

支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので必ずご
確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検査項目申込者のみ）、
検査用容器など

■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿蛋白）、血液検
査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査、心電図検査、貧
血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）

長
建
国
保
か
ら
七
〇
歳
以
上
の
皆
様
へ

会 場

早岐地区公民館（早岐支所となり）

北地区公民館

中央保健福祉センター6Ｆ（高砂町5
－1すこやかプラザ）

中里皆瀬地区文化ホール（中里皆瀬地
区公民館となり）

宮地区公民館

中央保健福祉センター6Ｆ（高砂町5
－1すこやかプラザ）

中央保健福祉センター6Ｆ（高砂町5
－1すこやかプラザ）

広田地区公民館（重尾町63）

江迎地区文化会館

山澄地区公民館（潮見町14－14）

相浦総合グラウンド陸上競技場ミー
ティングルーム

中央公民館2Ｆ（常盤町6－1サンク
ル3番館）

飯盛ふれあい会館

飯盛ふれあい会館

森山保健センター

森山保健センター

田尻公民館

小長井文化ホール

飯盛ふれあい会館

宇良分館

たらみ会館

高来西ゆめ会館

森山保健センター

農村環境改善センター

総合文化会館

中央公民館

日 時

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～14：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～14：00

9：00～14：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：30～11：00

8：00～10：00
13：00～14：30

8：00～10：00
13：00～14：30

8：15～10：15

8月6日㈫

8月7日㈬

8月18日㈰

8月20日㈫

8月21日㈬

8月26日㈪

9月1日㈰

9月3日㈫

9月8日㈰

9月10日㈫

9月13日㈮

9月29日㈰

8月27日㈫

8月28日㈬

8月29日㈭

9月1日㈰

9月10日㈫

9月11日㈬

9月12日㈭

9月17日㈫

9月18日㈬

9月19日㈭

9月20日㈮

8月21日㈬・
22日㈭

8月23日㈮・
24日㈯

8月6日㈫
～11日㈰

佐世保市

諫早市

波佐見町

川棚町

会 場

シーハットおおむら 文化棟

竹松出張所

シーハットおおむら 文化棟

郡地区公民館

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

南串山保健福祉センター

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

瑞穂町公民館

健康センター

健康センター

日 時
9：00～10：30
13：00～14：30
17：00～19：00

9：00～10：30
13：00～14：30

9：00～10：30
13：00～14：30

9：00～10：30
13：00～14：30

12：30～14：30

12：30～14：30

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

12：30～14：30

12：30～14：30

8：00～10：00

午前

午前

9月2日㈪

9月3日㈫

9月4日㈬

9月5日㈭

8月6日㈫

8月7日㈬

8月8日㈭

8月9日㈮

8月10日㈯

8月28日㈬

8月29日㈭

8月30日㈮

8月30日㈮

8月31日㈯

大村市

雲仙市

長与町

会 場

北公民館（チトセピア3階）

琴海南部文化センター

琴海文化センター

才木公民館

琴海さざなみ会館

野母地区公民館

南部市民センター

黒浜公民館

野母崎木場公民館

高浜地区公民館

小榊会館

式見地区ふれあいセンター

脇岬地区公民館

野母崎樺島地区公民館

野母崎文化センター

南公民館

新戸町公民館

伊王島開発総合センター

香焼公民館

長崎ワシントンホテル

椿が丘自治公民館

岳路自治公民館

川原地区公民館

蚊焼地区公民館

総合地域施設（宮崎集会所）

三和木場自治公民館

日 時
9：30～11：00
13：30～15：00

9：15～11：00

9：15～11：00

13：45～15：00

9：15～11：00

9：00～11：00
13：00～14：30

9：30～11：00
13：30～15：00

9：00～11：00

13：00～14：30

9：00～11：00
13：00～14：30

9：30～11：00

13：30～15：00

9：00～11：00

9：00～11：00

8：00～11：00

9：30～11：00

13：30～15：00

9：00～11：00
13：00～14：00

9：00～11：00
13：00～14：30

9：00～11：00

9：30～11：00

13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00

9：30～11：00
13：30～15：00

9：30～11：00

13：30～15：00

8月17日㈯

8月20日㈫

8月21日㈬

8月22日㈭

8月29日㈭

8月30日㈮

9月2日㈪

9月3日㈫

9月4日㈬

9月5日㈭

9月6日㈮

9月8日㈰

9月9日㈪

9月12日㈭

9月19日㈭

9月21日㈯

9月24日㈫

9月25日㈬

9月26日㈭

9月30日㈪

長崎市

組合の特定健診は、組合指定の医療機関や巡回健診の他
に、県内各市町が実施する特定健診（集団健診）でも受診
することができます。今回、下記の通り実施されますので
お住まいの地域で実施される集団健診もぜひご利用下さい。

令和元年度長崎県内市町実施特定健診
【集団健診】日程表《8月～9月》

◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」と
「保険証」、記入済みの「質問票」を必ず持参し
て下さい。
2．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受診可
能です。尚、一部の会場では市町国保に加入する
方の受診が優先され人員等の理由により受診でき
ない場合があります。
3．掲載の日時、会場等については変更される場合
があります。
4．市町によっては、各種がん検診も同時に実施さ
れますので、詳細につきましては、各市町窓口へ
お問い合わせいただくか、市町発行の広報誌にて
ご確認下さい。

選択検査を受診される方は下記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。
受診料金（税込）
1，500円
2，000円
1，200円
無料

選択検査項目
胃がん検査（ペプシノーゲン）
胃がん（ＡＢＣ）検査（ペプシノーゲン＋ピロリ菌）
骨粗しょう症、骨密度検査
喀痰細胞診（肺がん3日間蓄痰）

受診料金（税込）
1，000円
1，500円
2，300円
無料

選択検査項目
前立腺がん検査

子宮頚がん検査（自己採取法）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
大腸がん検査（検便2日分）

毎月1回15日発行 2019年（令和元年）6月15日発行建 設 長 崎第648号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�



佐
世
保
中
央
支
部

諫
早
支
部

平
戸
支
部

大
村
支
部

大
村
支
部

支
部
だ
よ
り

旅
行
会

〜
別
府
で
親
睦
を
深
め
る
〜

佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、
五

月
一
九
日
・
二
十
日
の
二
日
間
、

支
部
親
睦
旅
行
を
開
催
し
ま
し

た
。
組
合
員
さ
ん
・
主
婦
会
を

含
め
二
十
三
名
で
、
大
分
県
の

別
府
方
面
に
向
け
朝
八
時
に
支

部
を
出
発
し
ま
し
た
。

出
発
し
て
間
も
な
く
ビ
ー
ル

で
乾
杯
。
程
な
く
、
最
初
の
目

的
地
、如
意
綸
寺
に
到
着
。「
か

え
る
の
置
物
」
が
多
数
あ
り
通

称
か
え
る
寺
と
も
呼
ば
れ
テ
レ

ビ
取
材
や
芸
能
人
も
訪
れ
る
有

名
な
お
寺
。
ま
た
住
職
さ
ん
に

よ
る
説
法
、「
元
気
に
長
生
き

す
る
コ
ツ
」
を
皆
さ
ん
感
心
し

な
が
ら
聴
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
田
森
の
ビ
ー
ル
園

に
て
昼
食
。
竹
田
市
の
武
家
屋

敷
を
巡
り
、
別
府
タ
ワ
ー
下
に

あ
る
ホ
テ
ル
芳
泉
鶴
に
到
着
。

名
泉
別
府
の
湯
で
歩
き
疲
れ
た

一
日
の
疲
れ
と
汗
を
流
し
、
宴

会
開
始
。
抽
選
会
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
杵
築
の
城
下
町
散

策
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
昔
な
が
ら

の
建
物
や
町
並
を
観
る
組
合
員

さ
ん
の
姿
は
輝
い
て
お
り
、
さ

す
が
建
設
長
崎
と
思
い
ま
し
た
。

昼
食
は
海
鮮
料
理
を
堪
能
し
、

次
の
目
的
地
「
い
い
ち
こ
蒸
留

所
」
ま
で
は
昨
日
か
ら
の
疲
れ

か
、
お
昼
寝
タ
イ
ム
で
し
た
。

こ
の
二
日
間
、
各
自
お
土
産

を
た
く
さ
ん
購
入
さ
れ
て
お
り

特
に
大
分
名
物
ザ
ビ
エ
ル
（
お

菓
子
）
が
大
好
評
。

天
気
の
方
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、

大
き
く
崩
れ
る

事
も
な
く
、
無

事
支
部
に
帰
着

す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
バ
ス

車
内
で
は
次
回

旅
行
や
各
行
事

の
話
も
さ
れ
て

い
て
、
更
な
る

親
睦
を
深
め
る

旅
行
と
な
り
ま

し
た
。（

松
浦
）

官
公
需
業
者
会
旅
行

〜
各
時
代
の
躍
動
感
を
感
じ
る
旅
〜

異
例
の
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た

五
月
二
十
六
日
㈰
、
諫
早
官
公

需
業
者
会
は
七
名
の
参
加
で
二

年
ぶ
り
の
旅
行
を
実
施
。
あ
っ

と
い
う
間
の
三
日
間
で
、
北
海

道
道
央
地
方
の
木
造
・
レ
ン

ガ
・
石
造
建
物
を
見
学
し
て
き

ま
し
た
。
木
造
建
物
は
小
樽
地

方
の
「
に
し
ん
御
殿
」
と
呼
ば

れ
る
旧
青
山
別
邸
。
家
主
は
明

治
、
大
正
を

通
じ
て
、
ニ

シ
ン
漁
で
巨

万
の
富
を
得

た
小
樽
の
網

元
で
青
山
留

吉
、
政
吉
の

親
子
。
政
吉

は
娘
の
政
恵

と
共
に
美
意

識
が
高
く
一

流
好
み
の
人

物
で
、
別
邸

を
造
る
に
あ

た
り
、
時
の

日
本
一
の
大
地
主
だ
っ
た
酒
田

市
の
本
間
邸
の
豪
勢
な
建
物
に

負
け
な
い
も
の
を
建
築
。
総
工

費
は
現
在
の
価
格
で
約
三
〇
億

円
、
工
期
は
六
年
半
。
木
造
二

階
建
て
で
建
坪
一
九
〇
坪
、
部

屋
数
一
八
室
、
北
海
道
で
は
珍

し
い
瓦
葺
で
す
。
木
材
も
山
形

県
よ
り
欅
等
を
運
び
、
宮
大
工

を
始
め
常
時
五
〇
数
名
が
建
築

に
従
事
。
建
物
は
平
成
二
十
二

年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
一
二
ｍ
長
押
、
欅
、

屋
久
杉
、
紫
檀
、
黒
檀
等
、
そ

こ
ら
中
に
使
用
し
て
あ
る
螺
鈿

仕
様
箪
笥
。
当
代
随
一
の
絵
師

に
よ
る
襖
絵
は
、
な
ん
で
も

鑑
定
団
に
出
し
て
み
た
ら
、
い

く
ら
す
る
だ
ろ
う
か
？

他
に
も
北
海
道
旧
庁
舎
「
赤

レ
ン
ガ
庁
舎
」
を
見
学
。
明
治

時
代
の
洋
風
建
築
は
国
内
で
は

少
な
く
、
明
治
二
十
一
年
に
建

築
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
に
重

要
文
化
財
の
指
定
を
得
た
建
物

は
、
間
口
六
一
ｍ
、
奥
行
き
三

六
ｍ
、
塔
頂
部
間
で
三
三
ｍ
。

レ
ン
ガ
二
五
〇
万
個
や
木
材
は

道
内
で
調
達
し
、
建
築
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
石
造
建
物
は
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
事
務
所
、
蒸
留

所
等
。
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
試
飲
し

て
、
少
し
酔
っ
払
い
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
説
明
は
何
処
へ
や
ら
。

今
回
三
か
所
の
明
治
、
大
正
、

昭
和
時
代
の
建
物
を
見
学
で
き

た
の
は
良
い
経
験
で
、
各
時
代

の
躍
動
感
を
感
じ
ま
し
た
。
最

後
に
、
今
回
参
加
し
て
も
ら
っ

た
会
員
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。

諫
早
官
公
需
業
者
会西

山

和
之

業
者
会

定
期
総
会

〜
名
所
・
名
物
を
堪
能
し
た
一
泊
二
日
〜

平
戸
業
者
会
で
は
、
五
月
十

三
日
・
十
四
日
の
二
日
間
で
定

期
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
が
四
十
回
目
の
総
会
と

い
う
こ
と
で
、

海
を
渡
り
山
口

県
ま
で
足
を
運

び
ま
し
た
。

朝
八
時
に
出

発
し
、
十
二
時

過
ぎ
に
最
初
の

目
的
地
で
あ
る

秋
吉
洞
に
到
着

し
ま
し
た
。
昼

食
の
名
物
瓦
そ

ば
を
堪
能
し
、

い
ざ
洞
窟
探
検

へ
。
当
日
は
二
十
七
度
の
暑
さ

を
感
じ
る
気
温
で
し
た
が
、
洞

窟
内
は
十
七
度
と
少
し
肌
寒
い

く
ら
い
で
す
。
ひ
ん
や
り
と
し

た
内
部
見
学
の
最
中
、
あ
る
方

が
一
言
「
崩
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」
と
。
本
音
か
冗
談
か
は
さ

て
お
き
、
約
一
キ
ロ
の
探
索
を

終
え
無
事
地
上
へ
と
帰
還
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
松
陰
神
社
の

参
拝
を
済
ま
せ
宿
泊
先
の
湯
元

温
泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

総
会
を
終
え
、
皆
様
お
楽
し

み
の
懇
親
会
へ
と
移
り
、
地
元

の
食
事
や
お
酒
を
堪
能
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
雨
の
予

報
で
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に

各
見
学
地
で
雨
が
降
る
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
神
社
や
角
島
灯

台
と
い
っ
た
景
色
を
十
分
に
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
最

後
に
北
九
州
の
門
司
港
に
て
名

物
焼
カ
レ
ー
を
堪
能
し
、
見
学

と
買
物
を
済
ま
さ
れ
、
帰
途
へ

と
つ
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
今
回
の
旅

の
思
い
出
を
語
り
早
速
次
回
の

見
学
地
を
思
案
さ
れ
る
方
も
い

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
、
二
日
間

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。（

西
田
）

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

茶
話
会

〜
菖
蒲
も
カ
ラ
オ
ケ
も
大
盛
況
〜

六
月
一
日
㈯
、
大
村
支
部
で

は
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
茶
話
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
昼
十
二
時
に

支
部
事
務
所
に
集
合
し
、
大
村

公
園
の
散
策
へ
。

大
村
公
園
で
は
約
三
十
万
本

の
菖
蒲
の
花

が
満
開
。「
お

お
む
ら
花
菖

蒲
ま
つ
り
」

も
開
催
さ
れ

て
お
り
、
多

く
の
見
物
客

や
出
店
で
賑

わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

大
村
城
の
櫓

を
背
景
に
記

念
撮
影
を
終

え
た
ら
、
事

務
所
へ
戻
り

懇
親
会
へ
。

中
尾
支
部
長
の
挨
拶
、
舩
津

執
行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

伊
藤
副
執
行
委
員
長
の
乾
杯
で

懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大

村
支
部
の
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
カ
ラ
オ
ケ
！

大
安
相
談
役
か
ら
カ
ラ
オ
ケ

セ
ッ
ト
を
お
借
り
し
、
大
村
支

部
の
の
ど
自
慢
大
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
歌

に
感
動
し
て
涙
を
流
し
た
人
も

い
た
と
か
…
。
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
、
今
回
も
皆
様
に
は

楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
た
か
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
金
水
副
支

部
長
の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
山
本
）

青
年
部

清
掃
活
動

〜
沢
山
の
ゴ
ミ
を
集
め
、
地
域
に
貢
献
〜

五
月
二
十
六
日
㈰
、
大
村
支

部
青
年
部
は
朝
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
朝
八
時
に
支
部

に
集
合
し
、
支
部
周
辺
の
国
道

と
大
村
公
園
敷
地
内
を
三
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
清
掃
開
始
。

国
道
の
歩

道
の
植
込
み

は
一
目
見
る

と
綺
麗
で
す

が
、
植
え
込

み
の
中
を
覗

い
て
み
る
と

缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た

ば
こ
の
吸
い

殻
等
の
ゴ
ミ

が
隠
さ
れ
る

よ
う
に
捨
て

ら
れ
て
い
ま

し
た
。
大
村
公
園
の
植
込
み
も

同
じ
よ
う
に
、
桜
の
花
見
の
時

に
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
ゴ

ミ
が
数
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
時
間
を
掛
け
て
植

え
込
み
を
覗
き
な
が
ら
ご
み
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。

一
時
間
ほ
ど
の
清
掃
で
し
た

が
、
沢
山
の
ゴ
ミ
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
、
支
部
青
年
部
と
し

て
も
久
し
ぶ
り
の
清
掃
活
動
で

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
お
休
み

の
日
の
朝
早
く
か
ら
ご
協
力
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
山
本
）

～大村支部にて～

～支笏湖にて～

～杵築の城下町にて～

～大村公園にて～

～角島灯台にて～
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